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1

 1．トラック運搬の効率化などで二酸化炭素排出量の削減に努めます。

 3．上水道の使用量の削減を図ります。
 4．油水処理の適正化に努め、施設による振動･騒音の軽減に努めます。

  ・関連する環境の法規制を遵守します。
  ・地元の町内会長と町内行事等の協議して環境保全して行きます。

2005年 4月20日　制定
2014年 11月4日　改訂

株式会社　タカセキ富山

 2．廃棄物の適正処理及び再資源化に努めます。

 未来を生きる次世代へ、私達は地球環境保全活動に努めます

株式会社タカセキ富山は産業廃棄物処理業者として
産業廃棄物の適正処理を行うと共に、

環 境 経 営 方 針

・スローガン

・環境理念

代表取締役社長　釣谷誠二

 5. グリーン購入に取組んでいきます。

  ・この方針は全従業員に周知すると共に社会に公表します。

地球規模までの環境問題に対応するため、
環境経営に徹しPDCA（Plan･Do･Check･Act）
を推進して、継続的改善を行います。

・重点取組事項

基本事業の鉄リサイクルにも貢献し努めます。
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取組の対象組織・活動
2

① 事業者名及び代表者名
： 株式会社　　　タカ セキ富山　
： 代表取締役　  釣谷　誠二

② 所在地
〒939-0305　　　 富山県射水市鷲塚２１６番地

③ 環境責任者及び担当者の連絡先
： 長谷　勇司 TEL(0766)55-3111
： （兼） FAX(0766)55-3115

takaseki.toyama@sage.ocn.ne.jp
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① 事業規模
昭和10年1月
平成11年2月
1,000 万円
1,090 百万円
16名
8,600 ㎡

② 会社沿革
昭和10年1月 高橋関太郎商店を設立
昭和22年6月 株式会社高橋関太郎商店に改組
昭和46年5月 株式会社高関富山支店開設
昭和61年6月 関東シュレッダー㈱と合併し

株式会社タカセキとなる
平成11年2月 分社独立し、株式会社 タカセキ富山となる

③ エコアクション２１　取組組織図

※令和5年9月15日　若林博より変更

※ '23/7/10 ※ '23/7/10
　2名より変更 　4名より変更

3名

E-mail   

事業規模及び事業内容

事務部門
片岡千賀子

2名 5名

敷 地 面 積

代表取締役
釣谷誠二

管理責任者

営業部門
石田公栄

中間処理部門
糀谷憲一

収集運搬部門
高木正之

5名

事業活動の概要

事 業 社 名
代 表 者 名

環境責任者
担 当 者

長谷勇司

創 業 年 月
設 立 年 月
資 本 金
売 上 高
社 員 数
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④ 認証・登録の対象組織・活動
　登録組織名　　　株式会社 タカセキ富山　

富山県射水市鷲塚216番地

　活動対象 製鉄原料加工処理、卸売業・産業廃棄物一般
廃棄物の収集運搬及び中間処理業・計量証明事業(質量）

⑤ 事業内容
弊社は製鉄原料の卸売業、自社で廃金属製品を破砕機でせん断し
製鋼原料として製鋼メーカーへ納入することを主体に営業しています。
また、廃金属製品に付帯する産業廃棄物の中間処理業も行っています。

1.製鋼原料卸売業（鉄・非鉄金属リサイクル業）
2.製鋼原料及び之に関連する諸工業用品の売買
3.産業廃棄物の中間再生処理業
4.産業廃棄物の収集運搬
5.製鋼原料及び洋品雑貨類の代理業並びに問屋業
6.計量証明事業（質量）
7.第1種フロン類充填回収業

処理施設
破砕施設 能力　1250ｔ　ギロチン 240.0ｔ/日（8時間）

能力　ﾘﾌﾃｨﾝｸﾞﾏｸﾞﾈｯﾄ  90.0ｔ/日（8時間）
運搬車輌 UNIC車 10ｔ車　1両 7ｔ車　 1両

HIAB車 7ｔ車　1両 10ｔ車 3両

処理実績 収集運搬量 ｔ
中間処理量 ｔ

⑥ 許認可内容
廃棄物の処分及び清掃に関する法律
　・ 産業廃棄物処分業許可 (中間処理業(破砕・選別))（富山県）
　　  廃棄物の種類（廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、

金属くず、ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器くず）
　　　　許可番号　01621061080 許可年月日 令和元年 5月14日　　

  有効年月日 令和 6年 4月26日

　・ 産業廃棄物収集運搬業許可 （富山県）
　　　廃棄物の種類（廃油、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、

金属くず、ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器くず、がれき類）
　　　　許可番号　01601061080 許可年月日 令和元年 6月 9日　　

　有効年月日 令和 6年 6月 8日

　・ 産業廃棄物収集運搬業許可 （新潟県）
　　　　廃棄物の種類（廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、ゴムくず、金属くず、

ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器くず）
　　　　許可番号　01509061080 許可年月日 令和元年 6月28日　　

　有効年月日 令和 6年 5月27日

　・ 一般廃棄物収集運搬業許可 （射水市）
　　　　廃棄物の種類（廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、木くず、金属くず）
　　　　許可番号　射環許可第 5-18号許可年月日 令和 5年 3月22日　　

　有効年月日 令和 7年 3月31日

11,922
19,273
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使用済自動車の再資源化等に関する法律
　・ 引取業者登録
　　　　登録番号　20161000260 登録年月日 令和 4年12月12日　　

　有効年月日 令和 9年12月11日

　・ 破砕業許可
　　　　許可番号　20164000260 許可年月日 令和元年 7月23日　　

　有効年月日 令和 6年 6月30日

その他許認可

　・ 解体工事業登録 （富山県）
　　　 富山県知事登録-28 第8号 登録年月日 令和 4年 3月18日　　

　有効年月日 令和 9年 3月17日

　・ 解体工事業登録 （新潟県）
　　　新潟県知事（解登-4） 第186号登録年月日 令和 4年 8月23日　　

　有効年月日 令和 9年 8月23日

　・ 計量証明事業登録 （富山県）
　　　　登録番号　第 522号 登録年月日 平成 5年11月 1日　　

　・ 古物商許可
　　　　許可番号　501200007829 交付年月日 平成11年 7月28日　　

　・ 使用済金属類営業許可 （岐阜県）

　　　　許可番号　531230014 登録年月日 令和 5年11月25日　　

　有効年月日 令和10年11月24日

　・ 第一種フロン類充填回収業者の登録 （富山県）

　　　 登録番号　　169A054301 登録年月日 令和 2年 3月18日　　

　有効年月日 令和 7年 3月18日

⑦ 廃棄物の処理料金

廃棄物の種類、性状、数量、発生状況等によって
その都度見積いたします。
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4 環境経営目標とその実績

〇
・処理量あたりの二酸化炭素排出量削減

当社の二酸化炭素排出量の95%以上は、金属くず大型処理施設の稼働による電力の使用と

収集運搬車両の運行に使用する軽油によるものであるが、その稼働の管理と保全活動、

及び車両の燃費管理といった取り組みにより削減活動を行っている中で画期的に削減効果を

得ようとする場合には大型投資が必要となることから、目標は維持値とする。

・処理量あたりの産業廃棄物排出量削減活動

当社の産業廃棄物は受入した金属くずに付属する不要物で分別により発生するが、

受入れするものの品質に左右され自らの裁量によらないものであることから、過去の平均

実績を以て維持目標とする。

・水使用量削減

当社において生産用途での水の使用はなく、手洗い、飲用等の生活用水としての使用に

限られ、既に最低限度の使用にとどまりこれ以上の削減は困難であることから、目標は維持値

とする。

〇 環境への負荷の状況

単位

㎏-CO2

ｔ

㎥

目標項目 単位

kg-CO2
/ 千ｔ 
　kg
/ 千ｔ 

ｔ

計画

実施

実施

実施

※北陸電力の2014年度の二酸化炭素実排出係数（0.647 kg -CO2/kwh）を使用している。
※化学物質の使用はありません。

5,791

358

19,937

16,027

11,904

360

19,273

13,653

600

－

12,228

403

19,723

処理量あたり
二酸化炭素排出量

処理量あたり
産業廃棄物排出量

上水使用量 ㎥

処理量

重点活動目標

グリーン購入の取組 再生紙・エコマーク商品の11%以上の購入の推進

環境活動内容 実施内容

油水分離槽の適正処理 週2回の巡回点検と定期清掃の実施

振動・騒音の低減 定期測定による現状把握と教育の実施

23期　実績 25期　実績

R2.10.1～R3.9.30

241

358 360

活動規模

115

339,249 308,891

403上水使用量

二酸化炭素排出量

産業廃棄物排出量

R4.10.1～R5.9.30

229

R3.10.1～R4.9.30

24期　実績

353,157

25期実績維持目標

16,232

23期実績 24期実績

17,71417,200
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5 環境経営活動計画の内容

・環境活動計画の目標

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

 エコアクション
 教育活動計画

 管理計画

 購入電力量の管理
 計画

 排出量の管理

 油水処理適正化
 維持管理

 騒音･振動の低減
 測定による現状把握

 ｸﾞﾘｰﾝ対象商品の
 文具の購入

・関連重要活動項目

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

重点活動目標 　

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

　　　　作成日　令和4年10月03日
「長谷」追加　　　　変更日　令和5年03月03日

25期(令和4年10月1日～令和5年9月30日）

項目 環境目標項目 活 動 内 容 担当者
日 程

二
酸
化
炭
素
排
出
量

使
用
電
力
量

電力の処理量あ
たりの電力使用

量の削減
※(年間累計

13,957kwh/千t)

 空調機の温度設定 若林
(長谷)

毎月１回

 工場の設備改善計画 油谷 随　時

一般教育
環境に対する
自覚を高める

若林
(長谷)

○ ○

産業廃棄物
産業廃棄物の処理
量あたりの廃棄物

排出量の削減

 分類別選別の徹底 若林
(長谷)

毎月１回

 マニフェスト管理
五十里

石田
毎月１回

若林
(長谷)

毎月１回

軽
油
使
用
量

軽油の処理量あた
りの軽油使用量の
削減（年間累計
2,569ℓ千/t）

 エコドライブ教育 高木 毎月１回

 自主点検整備の確認 高木 随　時

○ ○ ○ ○

 集埃車の活用 若林
(長谷)

随　時

上水道
上水道の水資源投
入量の管理改善

 使用水量の管理 若林
(長谷)

○ ○

○ ○

油水分離槽
 定期清掃 糀谷 ○

 巡回点検 週番者 毎週２回

 優先購入の推進
ｸﾞﾘｰﾝ購入
の取組

 再生紙・ｴｺﾏｰｸ商品の
五十里 随　時

騒音･振動
 定期測定 若林

(長谷)
○

 オペレーター教育 若林
(長谷)

項目 環境目標項目 活 動 内 容 担当者
日 程

環境上の
緊急事態

 緊急時訓練教育 若林
(長谷)

 緊急時の対応策
 消火設備の維持管理 若林

(長谷)
○

 連絡先の確認

 危険予知活動教育 若林
(長谷)

毎週１回

環境活動目標項目 活 動 内 容 担当者
日 程

○

水使用量削減
節水の表示及びウォ
シュレット化の改善

若林
(長谷)

維持

処理量あたりの二酸化炭素排出
量削減活動

施設稼働管理とエコドライ
ブ及び車両の燃費管理

若林
(長谷)

毎月１回

処理量あたりの産業廃棄物排出
量削減活動

ゴミ付着の少ない金
属回収を目指す

若林
(長谷)

毎月１回
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6 環境活動取組の結果と評価
作成日R6年 2月 6日
作成者 長谷

　　Ⅰ 処理量あたりの二酸化炭素排出量の取組内容と目標設定

　　活動結果一覧
単位 22期　実績 23期　実績 24期　実績 25期　目標 25期　実績 目標対比

kg-CO2
/ 千ｔ 

単位 22期　実績 23期　実績 24期　実績 25期　実績

ｔ 17,808 19,723 19,937 19,273
kg-CO2 354,929 339,249 353,157 308,891

目標項目

処理量あたり
19,931 17,200 17,714 16,232

二酸化炭素排出量の削減

計画内容 目標

電力使用量、軽油使用量の項目に準ずる
処理量当たりの二酸化炭素排出
量を16,232kg-CO2以内にする。

二酸化炭素排出量 87.5%

16,027 98.7%
二酸化炭素排出量

目標項目 前年24期対比
処理量 96.7%

系列2 1

系列1 1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

㎏―ＣＯ２

二酸化炭素排出量と処理量あたりの二酸化炭素排出量
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効果増嵩が図れたものと考えられる。

※評価
　25期の総二酸化炭素排出量は308,891㎏-CO2となり、前年対比87.5％、44,266㎏-CO2の低減。
処理量あたりの二酸化炭素排出量は16,027㎏-CO2/千tで目標対比98.7％となった。
　前期に対し処理量が96.7%に減量しているのが主要因であるが、それ以上の削減ができており、
車輌の整備点検、エコドライブの徹底、工場設備の保守改善といった各種活動の積み重ねにより

系列2 1

系列4 1

系列6 1

系列1 1

系列3 1

系列5 1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

T

処理量の推移
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　　Ⅱ 処理量あたりの電力使用量の取組内容と目標設定

　　活動結果一覧
単位 22期　実績 23期　実績 24期　実績 25期　目標 25期　実績 目標対比

　kｗｈ
/ 千ｔ 

単位 22期　実績 23期　実績 24期　実績 25期　実績

ｔ 17,808 19,723 19,937 19,273
kwh 284,220 278,818 301,773 261,529

活動計画 計画内容 目標

空調機の温度設定管理 空調機の温度　夏:28℃　冬:20℃

処理量あたりの電力使用量を年間
累計13.957kwh/千t以内にする

目標項目

処理量あたり
15,961 14,137 15,137 13,957

工場動力設備改善 設備の保守･点検･整備･修理での性能改善

電力量の管理
長期休暇時にキュービクルの電源遮断
油圧モーターの負荷軽減

前年24期　対比
処理量 96.7%

13,569 97.2%
電力使用量

の無駄取り効果を享受することができたと考えられる。

電力使用量 86.7%

※評価
　電力使用量は261,529kwhとなり、前年対比86.7%、40,244kwhの低減。
処理量あたりの電力使用量は13,569kwh/千tで、目標対比で96.7%となった。

よる使用電力低減が図れたと共に、待機時の設備停止の励行により待機電力
今期においてギロチン設備の保全を実施したことで、稼働時の負荷低減に

系列1 1

系列2 1

系列4 1

系列3 1

系列5 1

系列6 1

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2
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電力使用量と

処理量あたりの電力使用量の推移
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　　Ⅲ 処理量あたりの軽油使用量の取組内容と目標設定

　　活動結果一覧
単位 22期　実績 23期　実績 24期　実績 25期　目標 25期　実績 目標対比

　 ℓ
/ 千ｔ 

単位 22期　実績 23期　実績 24期　実績 25期　実績

ｔ 17,808 19,723 19,937 19,274
ℓ 57,879 54,559 54,550 53,225
km 129,514 122,749 125,812 104,173
ℓ 44,400 42,304 41,791 37,634

ｋｍ/ℓ 2.917 2.902 3.011 2.768

前年24期　対比
処理量 96.7%
軽油使用量 97.6%
自社車輌走行距離 82.8%
自社車輌軽油使用量 90.1%
自社車輌燃費 91.9%

活動計画 計画内容 目標

エコドライブの実施 ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ宣言(ACT1～ACT10)の実施
処理量あたりの軽油使用量を
2,569ℓ/千ｔ以下に抑える

車輌の自主点検･整備の
実施

車輌の点検･整備 月1回集計

目標項目

処理量あたり
3,083 2,766 2,736 2,569 2,762 107.5%

軽油使用量

※評価
　総軽油使用量は53,225lとなり、前年対比97.6%、1,325lの低減。
処理量当たりの軽油使用量は2,762lで目標対比107.5%となった。
使用量そのものは低減しているものの、引き取り量低減に伴う総走行距離の低減により
燃費値が悪化していることと、社内重機類の使用量が増加していることで処理量当たりの
軽油使用量が悪化することになったのが要因と考えられる。
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　　Ⅰ 処理量あたりの廃棄物排出量の取組内容と目標設定

　　活動結果一覧
単位 22期　実績 23期　実績 24期　実績 25期　目標 25期　実績 目標対比

　kg
/ 千ｔ 

単位 22期　実績 23期　実績 24期　実績 25期　実績

ｔ 17,808 19,723 19,937 19,273
ｋｇ 355,460 241,167 115,460 229,427

※評価
処理量当たりの廃棄物排出量は11,904kg/千tで目標対比87.2%となった。
各取り組みを継続してきた効果が出ており、取組当初より低減傾向を維持できていると
考えられる。

産業廃棄物排出量の削減

活動計画 計画内容 目標

目標項目

処理量あたりの
19,961 12,228 5,791 13,653

分類別選別の徹底 選別処理の徹底
処理量あたりの廃棄物排出量を
13,653kg/千ｔ以下に抑える

マニフェスト管理の徹底 毎月の数値管理
毎月の正確な入力と分類・数値

の把握

廃棄物排出量 198.7%

11,904 87.2%
廃棄物排出量

目標項目 前年24期対比
処理量 96.7%
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　　Ⅰ 使用水量の削減の取組内容と目標設定

　　活動結果一覧
単位 22期　実績 23期　実績 24期　実績 25期　目標 25期　実績 目標対比

参考値：15期10月　上水道使用量　278㎥（漏水の為）

使用水量の削減

活動計画 計画内容 目標

使用水量の把握 水道量の数値集計･集埃車による散水量の削減 水道使用量の削減

目標項目

年間の使用水量600㎥以下 ㎥ 399 403 358 600 360 60.0%

※評価
　水使用量は360m3となり、前年対比100.6%、2m3の微増。目標対比60.0%となった。
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　　Ⅰ 油水処理適正化の取組内容と目標設定

評価
油水分離槽の定期巡回を行い、油流出等の無いように努めた。
油水分離槽の清掃も側溝の清掃と合わせて行った。点検も同時に行え効率的に作業ができた。
次期も継続して維持管理を行う。

　　Ⅰ 騒音・振動の低減の取組内容と目標設定

　　活動結果一覧
単位 基準値 最低値 最高値
ｄB(A) 65以下 58 67
ｄB 65以下 34 47

騒音レベル 都市計画法の準工業地域 騒音規制法 第3種区域
振動レベル 都市計画法の準工業地域 振動規制法 第2種区域(1)

評価
　今回の検査では1か所の測定点にて騒音測が基準値を超過する結果となった。
騒音測定時に持ち込みが集中し、測定平均が上昇したことが要因と推定されるが、
今回の結果を踏まえ、騒音低減に向けた対応が可能か社内ミーティングを実施。
ギロチンへの投入方法や荷下ろしの際の取り扱いについて改善を図り騒音値を
低減していくよう検討を行った。

　　Ⅰ グリーン購入の取組内容と目標設定

評価
　グリーン購入量は購入量の24.4%で、前年比112%、対目標比222%となった。
　来期も引き続き、活動を持続して行く。

油水処理適正化

活動計画 計画内容 目標

定期測定による現状把握 定期的に測定を行う 基準値以下

騒音･振動の低減化
ｷﾞﾛﾁﾝへの母材投入は最低限の高さで投入す
る。重機、ｼｮﾍﾞﾙはなるべく低速で作業する。

基準値以下

分離槽･側溝の点検
分離槽･側溝の清掃を年1回行う
側溝に異物が無いか巡回する

地域住民への環境被害をｾﾞﾛ
にする

騒音・振動の低減

活動計画 計画内容 目標

活動計画 取組内容 目標

グリーン購入の取り組み 再生紙・エコマーク商品購入の推進
エコマーク商品の購入点数を
文具品全体の11％以上とする

結果
騒音検査値 基準値超

振動検査値 基準値内

グリーン購入の取り組み
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7 環境関係法規の取りまとめ

法規制
の名称

有効期限 登録日
確認・点検・
測定実施時期

確認
内容

順守
確認

産業廃棄施設 中間処理業 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類破砕 許可証 ○

産業廃棄物収集運搬業 収集運搬業 産廃物取扱(富山県） 令和6年 6月8日 許可証 ○

産業廃棄物収集運搬業 収集運搬業 産廃物取扱(新潟県） 令和6年 5月27日 許可証 ○

一般廃棄物収集運搬業 収集運搬業 一般廃棄物(射水市） 令和7年 3月31日 許可証 ○

一般廃棄物処分業 中間処理業 一般廃棄物 許可証 ○

廃棄物再生事業者 専ら物事業 金属くず再生 登録 ○

水銀廃棄
物

水銀使用製品廃棄物 処理の委託 廃蛍光灯区別 登録 ○

破砕業 中間処理業 自動車取扱 令和6年 6月30日 許可証 ○

分別解体 富山県 令和9年 3月17日 登録 ○

分別解体 新潟県 令和9年 8月23日 登録 ○

騒音規制
法

特定騒音施設 中間処理業 金属加工器：せん断機 測定 ○

振動規制
法

特定騒音施設 中間処理業 金属加工器：せん断機 測定 ○

水質汚濁
防止法

破砕・選別 中間処理業 金属加工器：せん断機 点検 ○

消防法 消防法 少量危険物貯蔵所 点検管理 軽油タンク 点検 ○

フロン
排出抑制法

フロン排
出抑制

エアコン簡易点検 点検管理 空調室外機３台 点検 ○

フロン回
収・破壊法

フロン排
出抑制

第一種フロン類充填回収業者 フロン回収 機器フロン回収 登録 ○

計量法 計量法 計量証明事業 計量証明事業 電気抵抗線式はかり 登録 ○

古物法
古物営業

法
古物商 専ら物事業 金属くず再生 登録 ○

8 法規等順守の方法

　上記記載の各種規制及び法律については社員全員が遵守する。
その他、各種規制及び法律の改正事項等については、内閣府のホームページを閲覧し
下記の方法で全社員に通達し遵守する。環境関連法規の法改正等については、
富山県生活環境部環境政策課、富山市環境整備課及び (社)富山県産業資源循環循環協会
等の単独、あるいは協賛による法改正に伴う講習会に環境管理責任者が受講し、
全社員に通達する。尚、通達文書等の場合には、全内容を全社員が回覧し遵守する。
　環境関係法規の取りまとめの修正は、必要のつど責任者が行なうものとする。

9 環境関連法規への違反、訴訟等の有無

過去5年間、行政、お客様、近隣住民の皆様からのご指摘、訴訟等は一切なし。
また、順守評価の結果、法違反もなし。

平成19年9月28日

平成5年11月1日

平成11年7月28日

令和9年 12月11日 登録 ○

許可証 ○

平成元年6月12日

　--------------

令和6年

該当する内容

廃
棄
物
処
理
法

産業廃棄物処分業 中間処理業 破砕選別(富山県）

環
境
公
害
防
止
法

昭和63年11月14日

昭和63年11月14日

---------------

建設リサイクル法
建設工事に係る資材の
再資源化に関する法律

資
源
有
効
促
進
法

自動車
リサイク

ル法

引取業者 収集運搬業 自動車取扱

平成11年6月3日

産業廃棄
物処理業

許可

平成17年6月

作成日　令和5年9月4日  

4月26日

平成16年4月14日

令和5年9月

令和7年3月18日
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10 環境上の緊急事態への想定結果及びその対応策

改訂の必要性

想定される環境への影響 ・水質汚染

想定される緊急事態 油の流出

緊急事態の発生原因 ギロチン機械から油漏れが発生し側溝に流出した

緊急事態の内容

　油吸着マットを設置。

・土壌汚染

緊急事態の予防策 ・ギロチン機械の油漏れがないか点検する

・分離槽に油吸着マットの設置

緊急事態の対応策 ・ギロチン機械を止める

・周囲の安全を確認した後、流出防止堤を設置し、

緊急事態の準備品 ・油吸着マット

・土のう

対応策 ・油の回収

・油の流出を止める防油堤設置する

令和5年7月1日

有 無し

〇

承　認 作　成

若林 若林

環境管理責任者 環境事務局

17



11.産業廃棄物フロー図　（中間処理から最終処分まで）

作成日　令和5年9月1日　　作成者　若林

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
選別不適用物

紙 く ず
再生適用物

木 く ず
再生適用物

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類･木く
ず混合･紙くず･繊

維くず

金属くず 汚泥

㈱南砺工業所金原開発㈱

中間処理
（破砕･選別、圧

縮・減容）

中間処理
（焼 却）

最終処分
（管理型埋立）

製紙会社
再生利用

製紙原料

㈱島田商店

ゴムくず

再生適用物

(有)ﾀｲﾔﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

中間処理
（破砕・選別）

再生・燃料化

北陸ポート㈱

再生利用
（燃料用チップ）

中間処理
（破砕・選別）

最終処分
（埋 立）

製鋼原料
大谷製鉄㈱
再生利用

株式会社 タカセキ富山
中 間 処 理 （ 破砕・選別 ）

産 業 廃 棄 物
（廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類･紙くず･木くず･繊維くず･ゴムくず･金属くず･ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器くず）

工場発生屑
（金属くず）

使用済自動車
（自動車ﾘｻｲｸﾙ）

破砕
（ﾎﾞﾃﾞｨｰ・ｼｬｰｼ)

日本ｵｰﾄﾘｻｲｸﾙ㈱

最終処分
（管理型埋立）

ｺﾝｸﾘｰﾄくず
再生適用物

中間処理
（破砕・選別）

再生利用
（砕石）

株式会社 タカセキ富山 富山県射水市鷲塚216番地
TEL 0766-55-3111
FAX  0755-55-3115

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
再生適用物

㈱富山環境整備

中間処理
（焼却）

工場発生屑
（金属くず）

再生利用
（サーマル）

1
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12.組織図（EA21)

作成日令和5年3月3日

役職名 氏名 環境役割
　統括責任者 釣谷誠二 　環境経営に関する統括責任

　環境管理責任者 若林　博 　環境システム実施、管理
営業部 石田公治 　収集営業
営業部 長谷勇司 　収集営業
事務 片岡千賀子 　データ実績集計、計量主任
事務 五十里真衣 　マニフェスト集計、グリーン購入

処理施設責任者 糀谷憲一 　工場管理者　（メンテナンス）
収集運搬責任者 高木正之 　車輌管理者　（ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ推進）

処理施設機械操作 油谷征喜 　天井クレーン選別、破砕機運転
処理施設重機操作 永田正治 　重機管理者　(エコ運転）
処理施設作業員 江幡紀彦 　選別作業
収集運搬運転手 畑中圭輔 　ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ　　・　　選 別
収集運搬運転手 山本　勉 　ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ　　・　　選 別
収集運搬運転手 中川辰巳 　ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ　　・　　選 別
収集運搬運転手 庸車1名 　ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ　　・　　選 別

統括責任者

釣谷 誠二

収集運搬部門

高木 正之

環境管理責任者

若林 博

営業課長

石田 公栄

事務部門

片岡 千賀子
データ実績集計

中間処理部門

糀谷 憲一

収集運搬運転手

山本 勉

収集運搬運転手

畑中 圭輔
車輌運転・選別作業

処理施設機械操作

油谷 征喜

処理施設重機作業

永田 正治

処理施設作業

江幡 紀彦

収集運搬運転手

庸車1名

事 務

五十里 真衣

収集運搬運転手

中川 辰巳

営業

長谷 勇司
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12.組織図（EA21)

作成日令和5年7月10日

正水直人 　収集営業

処理施設作業員 中川辰巳 　選別作業

事務 片岡千賀子 　データ実績集計、計量主任

処理施設重機操作 山本　勉 　重機管理者　(エコ運転）
処理施設作業員 川上光夫 　選別作業

役職名 氏名 環境役割
　統括責任者 釣谷誠二 　環境経営に関する統括責任

　環境管理責任者 若林　博 　環境システム実施、管理
営業部 石田公治 　収集営業
営業部

　車輌管理者　（ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ推進）
処理施設機械操作 油谷征喜 　天井クレーン選別、破砕機運転

事務 五十里真衣 　マニフェスト集計、グリーン購入
処理施設責任者 糀谷憲一 　工場管理者　（メンテナンス）

長谷勇司 　収集営業

収集運搬責任者 高木正之

営業部

収集運搬運転手 庸車1名 　ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ　　・　　選 別
収集運搬運転手 若林　輝 　ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ　　・　　選 別
収集運搬運転手 出久地義健 　ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ　　・　　選 別
収集運搬運転手 畑中圭輔 　ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ　　・　　選 別

統括責任者

釣谷 誠二

収集運搬部門

高木 正之

環境管理責任者

若林 博

営業課長

石田 公栄

事務部門

片岡 千賀子
データ実績集計

中間処理部門

糀谷 憲一

収集運搬運転手

出久地 義

収集運搬運転手

畑中 圭輔
車輌運転・選別作業

処理施設機械操作

油谷 征喜

処理施設重機作業

山本 勉

処理施設作業

川上 光夫

収集運搬運転手

庸車1名

事 務

五十里 真衣

収集運搬運転手

若林 輝

営業

長谷 勇司

営業

正水 直人

処理施設作業

中川 辰巳
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12.組織図（EA21)

作成日令和5年12月10日

収集運搬運転手 若林　輝 　ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ　　・　　選 別
収集運搬運転手 庸車1名 　ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ　　・　　選 別

収集運搬運転手 畑中圭輔 　ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ　　・　　選 別
収集運搬運転手 出久地義健 　ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ　　・　　選 別

処理施設作業員 川上光夫 　選別作業
処理施設作業員 中川辰巳 　選別作業

処理施設機械操作 油谷征喜 　天井クレーン選別、破砕機運転
処理施設重機操作 山本　勉 　重機管理者　(エコ運転）

処理施設責任者 糀谷憲一 　工場管理者　（メンテナンス）
収集運搬責任者 高木正之 　車輌管理者　（ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ推進）

事務 片岡千賀子 　データ実績集計、計量主任
事務 新川ゆかり 　マニフェスト集計、グリーン購入

営業部 長谷勇司 　収集営業
営業部 正水直人 　収集営業

　環境管理責任者 若林　博 　環境システム実施、管理
営業部 石田公治 　収集営業

役職名 氏名 環境役割
　統括責任者 釣谷誠二 　環境経営に関する統括責任

統括責任者

釣谷 誠二

収集運搬部門

高木 正之

環境管理責任者

長谷 勇司

営業課長

石田 公栄

事務部門

片岡 千賀子
データ実績集計

中間処理部門

糀谷 憲一

収集運搬運転手

出久地 義

収集運搬運転手

畑中 圭輔
車輌運転・選別作業

処理施設機械操作

油谷 征喜

処理施設重機作業

山本 勉

処理施設作業

川上 光夫

収集運搬運転手

庸車1名

事 務

新川 ゆかり

収集運搬運転手

若林 輝

営業

長谷 勇司

営業

正水 直人

処理施設作業

中川 辰巳
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検　印 検　印 作成

　確　認 　確　認
✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓

適 不適

適 不適

あ　り な　し あ　り な　し

あ　り な　し あ　り な　し

あ　り な　し

環境目標 環境への取組の自己チェック

代表者による評価・見直しの記録

釣谷

　　　　　　　　　　　　確認・評価した資料

文　書
環境方針 環境への負荷の自己チェック

長谷見直し実施者 代表取締役社長　釣谷誠二

見直し実施日 令和5年11月10日

環境活動計画 環境関連法規制等の順守状況確認

環境関連法規等のまとめ 外部からの苦情・情報の記録

実施体制 環境上の緊急事態の訓練記録

緊急事態対応手順 環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況と結果

環境活動レポート 不適合是正・予防処置報告書

目標に対して達成できた項目については一定の評価ができると共に、本取り組みを導入してから

　　　　　　　　取組状況全体の評価

システムが有効に運用されているか（要求事項を満足しているか）

取組が適切に行われているか

見直し必要性

環境方針 実施体制

環境目標 その他

環境活動計画

　　　　　　　　　見直し具体的

この活動が着実に定着し、参加者の環境意識も向上してきていることから実施意義のある

社会貢献活動になっていると考える。

事業内容を鑑みると今後の目標数値の変更は大変厳しいものがあり、維持継続に努めていくが、

そのために必要となる分析、課題抽出、対策立案そして実行とを行い、より実のある活動にしていく。

20



工　場　配　置　図

工場

トラックスケー

事務所
詰所

キュービクル

廃棄物置場

油圧式破砕

正面出入口

油水分離槽

及び排水溝

油水分離槽

及び排水溝

強制排水設備
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